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「物見遊山」という言葉が示す通り，古来より観光において景観を楽しむということが重視されてきた．

つまり，観光における根源的な魅力は景観にある．そこで本研究では，経済の中心地であり，今後の観光

事業の発展が見込まれる大阪市を対象に，景観資源の再発見を試みている．また，その過程で，Web上の
写真画像を利用することにより，現在の大阪における景観資源の現状を把握した．さらに，対象地周辺の

交通ネットワークを考慮することにより，観光経路における景観的価値を見出し，その評価も行った．	
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１．はじめに 
	
 

現在，国際的に観光事業に注目が集まっており，わ

が国でも地域ごとにさまざまな観光政策が行われてい

る．大阪も例外ではなく，景観整備や観光方針を定め，

施策に取り組んでいる．	
 

大阪の周辺には奈良や京都などの観光競合地が存在す

る．これらは数多くの歴史的観光資源に恵まれ，海外か

らも多くの観光客が訪れている．今後，大阪が観光地と

してさらなる発展を遂げるには，このような観光競合相

手と競い合っていくことが重要である．また，大阪の主

な観光資源は「食文化」や「天神祭」，「上方芸能」な

どの大阪固有の文化である．これらは全国的に浸透して

おり，観光客が大阪を訪れる大きな理由のひとつになっ

ている．しかし，大阪にはこのような文化的観光資源だ

けでなく，景観的観光資源も豊富に存在している．それ

にもかかわらず，景観的資源は文化的資源のように大阪

のイメージとして浸透していない．つまり，現存する景

観的観光資源を有効に利用し，景観政策の充実を図るこ

とが，さらなる観光客誘致につながると考えられる．そ

こで本研究では，大阪市を対象に，観光の要素の中でも

とくに重要と考えられる“景観”に着目し研究を行う．	
 

	
 

	
 

	
 

２．研究の目的と方法	
 

	
 

「物見遊山」という言葉が示す通り，古来より観光に

おいて景観を楽しむということが重視されてきた．つま

り，観光における根源的な魅力は景観にあるということ

が伺える．	
 

景観においては，従来の分析や政策では，対象側のみ

に着目して展開されているものがほとんどである．しか

し，景観とは，多様な要素から成り立っており，同じ対

象であっても見る場所によってはその様相はさまざまで

ある（図-1）．つまり，対象がどのように“見えている

か”が最も重要な事柄であり，対象と視点の関係につい

て熟慮されなければならない1)．そこで，本研究では要

素ごとの関係に着目し，人が“何を”“どこから”“ど

のように”見ているかを分析・把握することにより，新

たな視点・視点場を発見することを目的としている．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

主対象	
 

対象場	
 

図-1	
 景観モデル	
 

視点・視点場	
 



	
 

研究方法としては，既存の景観資源に関して写真コミ

ニュティサイトを用いて写真画像の抽出を行って，各種

GIS（Geographic Information System）アプリケーションを
用いて分析する．具体的には，GISにより基盤地図情報
に対象の位置をプロットし，設定した条件をオーバーレ

イすることにより分析を展開した．また，既存の景観解

析手法を用いて分析を行うことも可能で，それらの分析

結果を視覚的に表現した．このようにGISなどの空間情
報技術を用いた手法は有効であると考えられ，本研究で

はこれらの空間情報技術を用いた解析を中心に展開して

いる．	
 

	
 

	
 

３．対象地の選定	
 

	
 

対象地域である大阪市の「都市景観資源」の中から具

体的な景観分析を行う対象を選定した．「都市景観資

源」とは，大阪市により登録された，“地域の景観を特

徴づける重要な役割を担う，景観的に優れた新しい建物

や歴史的建造物，橋や樹木等”のことである．「都市景

観資源」の要件に関しては，大阪市都市景観条例第 18

条により定められている．	
 

具体的な分析手法は，“交通アクセスによる観光ポテ

ンシャルの評価”と，各資源の“一般的な見られ方によ

る評価”を行い，対象を選定した．“観光ポテンシャル

の評価”に関してはGISを用い，駅勢圏などを参考に設
定した徒歩圏１km の鉄道駅を都市景観資源ごとに抽出
し評価した．“一般的な見られ方による評価”に関して

は，写真コミュニティサイトの投稿写真を用い，各資源

が一般の観光客にどの程度見られているかの把握を行い，

評価した．結果より，駅数にはそれほど大きな差が見ら

れなかったが，投稿写真においては都市景観資源が写っ

た写真の総数のうち 40％がグリコネオンであり，大き

な偏りが見られた．その後，両結果の集計を行い，詳細

な分析を行う対象として「道頓堀グリコネオン」と「通

天閣」を選定した（図-2）．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

４．対象別景観分析	
 

	
 

(1)シーン景観分析	
 	
 

景観分析を行ううえで，対象の視覚的影響圏を把握し，

分析の中心領域とした．その際，どちらもネオン広告で

あることから，文字情報に着目し，可読域により視覚的

影響圏を定めた（表-1，図-3）．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

次に，実際の環境に即した分析を試み，景観の再発見

を行うにあたり，対象と周辺環境の関係を整理した．ま

た，新たな景観の提案を行うために，写真コミュニティ

図-2	
 対象地	
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表-1	
 対象別諸元	
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図-3	
 対象別可読域	
 



	
 

図-4	
 可視・不可視分析	
 

High Low 

0	
 500m	
 
	
 

サイトの投稿画像を分析し，現在の典型的な視点場と見

方を把握した．具体的な手法として，グリコネオンは投

稿画像を「画像全体」，「壁面」，「グリコネオン」と

分割し，その面積比を算出することにより，時間帯別に

見られ方の分析を行った．通天閣においては，まず，

Exif 情報内に撮影地点の位置情報を内包する画像の選

別を行い，そこから，位置情報のみを抽出した．その後，

その位置情報をもとにGIS上に画像の撮影地点をプロッ
トすることで典型的な視点場を見出した．結果として，

“「戎橋」からみた景観”がグリコネオンの典型的な景

観であることが把握できた．また，昼夜に見られ方の差

がなく，ネオン広告であるにも関わらず，ネオンとして

の景観が重視されずに見られていることも把握できた

（表-2）．通天閣の場合は，“「新世界」界隈のふたつ

の商店街から見た景観”が典型的な景観であり，対象の

高さに対し，かなり近い視点場が一般的であることが把

握できた．また視点場の景観構成の違いを把握するため

に，抽出したふたつの視点場に対して画像分析を行い，

評価した．具体的には，画像内において，主対象である

通天閣以外を構成する輪郭線を抽出し，比較することに

より評価した．その結果，通天閣本通商店街に比べ，通

天閣南本通商店街の方が煩雑で，対象場の印象が強いこ

とが把握できた．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

次に，新たな景観の視点場の発見を行うために，可

視・不可視分析により，視点場となり得る場所の把握を

試みた（図-4）．その結果，グリコネオンは可読域によ

る視覚的影響圏に対して，非常に狭い可視領域しか持た

ず，近景しか存在しないことが把握できた．通天閣に関

しては，広い可視領域が算出され，多様な視点場が存在

することが把握できた．可視・不可視分析の結果とそれ

ぞれの周辺環境を加味し，人の視覚特性に着目した分析

および仰角分析などを行い，景観発見を試みた．そうす

ることにより，実際の空間構成に即した各景観資源の新

たな側面の把握が可能である．以上の分析結果より具体

的な“新たな景観”の視点場の提案を行った．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 また，これまでの分析結果の検証として，地形と建物

だけの簡易モデルを用いて，提案景観の３次元表現を行

い，景観シミュレーションを試みた（図-5）．シミュレ

ーションに使用するモデルは，数値地図 5m メッシュ
（標高）を用いた TIN による地形モデルと，基盤地図
情報の建物ポリゴンに建物高さの最頻値を付与し，立ち

上げたソリッドモデルをブーリアン演算することにより，

結合させ作成した．シミュレーションの結果，各資源の

景観構成を把握することができた．グリコネオンにおい

ては，分析結果のとおり，道頓堀の端まで見渡すことが

でき，また，多くのネオンとともにグリコネオンを鑑賞

することができる良視点場であることがわかる．通天閣

においても，分析結果を良く反映しており，周辺の環境

と一体的な眺めであることが把握できる．また，周辺か

ら突出した存在であるため，比較的遠い視点場でありな

がら，存在感のある様が再現されている．	
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表-2	
 時間帯別画像分析結果	
 

ID 画像名 壁面（％） グリコネオン（％） 撮影時間帯

1 49420007 75.83 35.06 日中

2 49467461 52.99 12.02 日中

3 49796703 53.18 24.92 日中

4 49861762 61.95 20.28 日中

5 49873918 96.36 45.41 日中

82 54160367 69.12 14.74 夜

83 54298452 60.41 15.31 夜

84 54855699 100.00 78.92 夜

85 54911348 80.04 23.95 夜

86 55122009 58.79 16.72 夜

壁面（％） 壁面に対するグリコ（％） 全体に対するグリコ（％）

日中 76.21 29.79 39.08

夜 72.46 28.86 39.83
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図-5	
 提案景観の再現	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

(2)シークエンス景観分析	
 	
 

	
 観光地において，個の資源と同様に，目的地へ続くア

プローチの価値を見出し，利用することが重要である．

そこで，都市内における重要な移動手段である鉄道網に

着目し，多様な視点場を有する通天閣において，鉄道か

らの車窓景観の把握を試みた．	
 

	
 まず，対象の形態的特徴を捉えることができる範囲を

熟視角の概念を利用し設定し，その領域内の鉄道路線を

対象シークエンスとして選定した（図-6）．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

次に，対象シークエンスにおける可視領域を算出し，鉄

道ネットワークにおける視点場の抽出を試みた（図-7）．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

その結果，領域内においても近畿日本鉄道からは通天閣

も眺めることができないことが把握できた．また，その

他の対象路線である西日本旅客鉃道と南海電気鉄道を結

ぶ新今宮駅が高い可視頻度値示している．つまり，結節

点としての重要性だけではなく，通天閣の視点場として

も重要な意味を持つことが把握できた．	
 

	
 さらに，南海電気鉄道において非常に高い可視頻度値

を有する箇所が約138mあることも把握できた．この区
間において，どのように通天閣が見えるかシミュレーシ

ョンを試みた（図-8）.	
 また，この路線は表定速度が時

速67.5kmに設定されている．それに従えば，通天閣を
眺めることができる時間は約７秒となり，わずかな時間

ながら通天閣と周辺の建物を眺めることができることが

把握できた．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

５．おわりに	
 

	
 

	
 広域な分析により，現代大阪を代表とする景観を把握

することができた．また，各景観資源の景観分析におい

ては，資源ごとの典型的な景観の把握と，それらとは異

なる景観の見所の再発見，さらにそこに至るまでのアプ

ローチの評価が行えた．またWeb上の写真画像を活用す
ることで，現地に赴くことなく，景観の提案を行う手法

を見出せた．	
 

	
 本研究では，実際の観光行動に即した分析として，具

体的な観光資源のシーン景観を捉えるだけでなく，アプ

ローチにおけるシークエンス景観の把握を試みた．今後

は，さらに広域な都市間におけるネットワークを考慮し

景観発見を試みる必要がある．	
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図-7	
 ネットワーク可視領域	
 

図-8	
 シークエンス景観シミュレーション	
 

図-6	
 対象シークエンス	
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